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スコットランドにおける
ツーリズムの現状
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　 3世紀以上にわたる歴史を持つスコットラ

ンドのツーリズムは、地域社会に蓄積された

多様な資源を基盤とし、英国スコットランド

の地域内経済に大いに貢献している。その資

源のひとつにウィスキー醸造所がある。ス

コットランドのウィスキー醸造所は、1970年

代後半から海外の良質な顧客開拓の目的でビ

ジターセンターの開設など様々な試みを展開

してきた。今ではこれらの試みが、スコット

ランドの重要な観光資源のひとつとなり、ス

コットランドのツーリズムに多大な貢献を果

たすまでに成長している。

　本稿では、2015年 8 月に実施した実地調査

にもとづき、スコットランドのウィスキー醸

造所による顧客開拓・販売促進活動の現状を

紹介し、ツーリズムと一体になったウィス

キー業界およびウィスキー生産地の地域振興

の成功要因の分析を試み、日本の酒蔵と農村

景観を資源としたツーリズム展開に資するこ

とを目的としている。

キーワード： ツーリズム、ウィスキー醸造所、

スコットランド、地域社会、酒

造メーカー

 

Ⅰ　はじめに

　わが国の農業はその地理的・歴史的・社会

的要因の制約により、零細な経営構造からの

転換が困難である。このため国際競争力が極

めて乏しく、グローバル化の急速な進展とい
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う今日的状況を考慮すると、日本農業の将来

は極めて厳しい。国内的にも、米価の低迷が

続き、今後、離農現象に一層拍車がかかるの

ではないかと懸念されている。その中で米の

生産総数量に占める割合はわずかであるが、

各地で酒造好適米の生産が注目を浴びている。

特に、特定名称酒の売り上げ上昇に伴い、最

高品質の酒造好適米としての評価が高い山田

錦への需要は年々高まっている状況である。

また国際的にも日本酒の評価は徐々に高まる

傾向にある。日本酒の総出荷量からみれば量

的にはまだ僅かであるが、今後輸出量が増加

することが期待される。日本の高齢化のさら

なる進行と人口減少に伴い国内の日本酒消費

者数が減少する可能性を考慮すると、海外市

場の開拓は日本の酒造業界および原料米供給

の役割を担う酒米生産地の重要な生き残り戦

略と言える。そのためには、増加してきた海

外からの観光客に、日本酒の魅力を理解して

もらうことは有効な販売促進策と考えられる。

近年、海外からの観光客が増加しているもの

の、訪問地の中心は東京や京都・大阪など都

市部が大半を占めている。今後も引き続き海

外観光客の増加を見込むためには、国内の観

光資源の開発が不可欠である。日本の原風景

ともいえる農業地域は、海外観光客にとって

も魅力的な資源を豊富に内在している。人口

減少、高齢化、さらに農業離れの進む農業地

域の起死回生策となるようなツーリズムの開

発が今、求められている。

　本稿で取り上げるスコットランドのウィス

キー醸造所は、海外の良質な顧客を開拓する

目的で、1970年代後半からビジターセンター

の開設など様々な試みを展開してきた。今で

はこれらの試みが、スコットランドの重要な

観光資源のひとつとなり、スコットランドの

ツーリズムに多大な貢献を果たすまでに成長

している。またスコッチ・ウィスキーはス

コットランド最大の輸出品目であり、観光と

醸造業の両面からの地域社会への貢献は大き

なものがある。

　本稿は、2015年 8 月に実施した実地調査に

もとづき、このようなウィスキー醸造所によ

る顧客開拓・販売促進活動の現状を紹介し、

ツーリズムと一体となったウィスキー業界及

びウィスキー生産地の地域振興の成功要因の

分析を試み、日本の酒蔵と農村景観を資源と

したツーリズムの展開に資することを目的と

している。

Ⅱ　スコットランドにおけるツーリズム

Ⅱ－ 1 　スコットランドにおけるツーリズム

の歴史

　スコットランドにおけるツーリズムの起源

はいつか ?たとえば、青木辰司は、「イギリ

スのグリーン・ツーリズムの発祥は…1970年

代」とし、それが19世紀から続くツーリズム

の延長線上にあると指摘している（青木 

2004：48頁）。1970年代は、国内的（ヨーロッ

パ大陸を含む）には大衆車の普及と鉄道網の

充実、国際的にはジャンボジェット機の登場

やポンドの下落などによって、英国への旅行

が手軽になったことや、1960年代労働党政権

下における労働者の待遇改善の一貫として長
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期休暇の取得が可能になったことなどから、

国内外からツーリストたちが訪れることにな

る。もちろん、スコットランドも例外ではな

い。しかし青木が指摘する1970年代のツーリ

ズムの大衆化・大量化とは量的には比較にな

らないが、多くの人たちが観光を目的にス

コットランドを訪問するようになったという

点でみると、スコットランドのツーリズムの

起源はやはりトーマス・クックによるツアー

まで遡るのが適切であろう。クックは、1846

年以後の15年間で 6万人の観光客をスコット

ランドへ送り込んだ（ブレンドン 1995：95）。

もちろん、クックのツアーを可能にするため

にはいくつかの伏線がある。その一つに、

1707年の議会の統一後、ジャコバイト鎮圧の

ための軍用道路整備が進められ、ハイランド

への移動が容易になったことがある（江藤 

2008：26－32）。また、当時文筆家として名

を馳せていたものの、隠れジャコバイトだっ

たのではないかとも言われるサミュエル・

ジョンソン（諏訪部 2009：63ff.）が、ジェ

イムズ・ボズウェルと共にハイランドを旅し

た旅行記（ジョンソン 2006［初出は1775］）

を出版したことで、その評価はともかく（江

藤 2008： 8 －11）、ロンドンのコーヒーハウ

スなどでも当然話題になったことから（ジョ

ンソン自身もコーヒーハウスでクラブを立ち

上げていた。小林 2000：130－131）、一時は

ロンドンっ子をも震撼させたジャコバイトの

巣窟とも言えるハイランドという地域の様子

が人口に膾炙されるようになった（なお、ボ

ズウェルもこの時の旅行記録（Boswell 1785）

を出版しているが、彼を有名にしたのは師と

仰ぐジョンソンの伝記（ボズウェル 1981－

83）を出版してからである。伝記ではこの旅

行について簡単に触れるにとどめていること

から、本来この旅行記録が伝記に収められる

べきものであったと考えられる）。あるいは

デイヴィッド・ヒューム、ドゥーガルド・ス

チワート、アダム・ファーガソン、アダムズ・

スミスといった啓蒙思想家たちや、ジョセ

フ・ブラックやジェイムズ・ワットといった

自然科学者、ロバート・バーンズやサー・

ウォルター・スコットといったすぐれた詩

人・小説家を輩出することでスコットランド

の科学技術・文化水準の高さに対する人々の

認識が大きく変化したことなどがある（ハー

マン 2012）。特に、1810年以後、スコットが

Trossachs 地域を舞台とした韻文物語 The 

Lady of the LakeやWaverlyなど当時のスコッ

トランドを舞台にした歴史小説を数多く出版

し、政治だけでなく文学・芸術などに対して

も成熟しつつあったイングランドの読者層た

ちに広く受け入れられ（ロックハート 2001）、

スコットランドを「Wildな地」から「ロマ

ンチシズム」の対象として捉え直すように

なっていったことも大きい（Summers 2015）。

さらに1860年代以降になるとロンドンからの

鉄道網が拡充され、東はエディンバラからア

バディーンまで、西もグラスゴからオーバン

やフォート・ウイリアムまで結ばれた（北 

1985：200－201）ことで（なお、当時の英国

の鉄道網は多くの会社が参入して結びついて

いたが、スコットランドも例外ではなかった）、
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鉄道会社もカラー刷りのポスターを作成して

スコットランドの自然を宣伝しているように

（Bruce-Gardyne 2002）、鉄道と蒸気船を乗り

継いでスコットランド西方諸島へ行くことが

格段に便利になったという事情も大きい（北 

1999：第 5章）。加えて、国王ジョージ四世

がサー・ウォルター・スコットの誘いを受け

入れ1822年エディンバラを訪問した際、それ

までジャコバイトたちの象徴であるが故に一

時は厳しく禁止されその後もなかなか復活し

ないでいたスコットランドの民俗衣装のター

タンを謁見の儀で着用したことから（ロック

ハート：460－472）、それ以後皇室とタータ

ン文化が結びつき始めたこと（McCrone et al 

1995：51－52）、さらに、ジョージの姪にあ

たるヴィクトリア女王と夫君アルバート公が

スコットランドを訪問し、Balmoral城を1848

年に購入、これを改装して保養場所としたこ

とで、スコットランドの森での鹿狩りや狩猟、

フィッシングなどがイングランドの貴族や中

産階級の間の流行となった（Keay & Keay 

1994：944－945）。このような交通網の基盤

整備と、人々のスコットランドに対する認識

の変化があったからこそトーマス・クックの

ツアーは成功したのであり、彼のツアーがス

コットランドにおけるツーリズムの嚆矢と言

える。

　残念ながら、クックのスコットランドツ

アーは1862年、鉄道会社が切符販売をしない

と宣告したことで終わりを告げる（ブレンド

ン 1995：96－97）。しかし、クック主催のツ

アーは終わるが、スコットランドへのツーリ

ズムが終息したわけではない。海運を含む鉄

道ネットワークが充実することでスコットラ

ンド全域が巨大な市場となり、イギリスだけ

でなくヨーロッパ各地からの新たなツーリス

トを呼び込むことになる（北 1999：45－46）。

その意味で、19世紀スコットランドのツーリ

ズムの最大の原動力は、なんといっても大英

帝国の産業化と都市化の進展であろう。

　スコットランド最大の都市グラスゴーの場

合を例にとると、グラスゴーは18世紀の綿工

業を中心とする繊維産業の台頭で急激に人口

が増加した。1780年代に48,000人だった人口

が、その後の50年間で20万人（Drake  & 

Finnegan 1994：262）、さらに19世紀半ばに70

万人を超えるまでに膨れ上がっている（久米 

1978：190－191）。18世紀の綿工業を中心と

する繊維産業に加え、19世紀には石炭産業な

どの鉱工業、さらに造船業を中心とする工業

都市として劇的に成長する。当時、世界で最

も裕福な都市といわれたグラスゴーの経済力

が、Crieff、Dunblane、Peebles、Bridge of 

Allanなどにスパ（温泉）での保養という新

しい形態のツーリズムを生み出した。ただ当

時、ツーリズムを享受できたのは、急速に台

頭した中産階級であり、大多数の労働者階級

はツーリズムに縁のない生活を送っていた。

　1920年代および30年代に自動車とバスが普

及すると、スパでの長期滞在は減少するが、

St Andrewsや North Brickなどゴルフのメッ

カが新たに人気を高めた。しかし1929年に始

まる世界不況、さらにより気候が温暖な地域

との競争はスコットランドのツーリズムに大
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きな試練をもたらした。このような試練を背

景に第 2次世界大戦直後の1945年にスコット

ランド観光局（Scottish Tourist Bureau、以下

STBと表記。現在は Scotland’s National Tourism 

Organisation）が設立された。STBは宿泊施

設のリストを作成して観光客の便宜に供する

だけでなく、活動的で多様な関心を満たす休

暇を求める消費者のニーズに応えるためのガ

イド本や様々な書籍の出版などを手掛けた。

STBの当初の試みは、減少した観光客をス

コットランドに引き戻すのに多大な貢献をな

したと思われる。しかしスコットランドの

ツーリズムに決定的な影響を与えたのは、

1950年代から60年代にかけての労働者階級の

生活水準の向上、そしてかれらにも購入可能

な経済的自動車（1959年に販売が開始された

the Mini）の登場などによるモータリゼイショ

ンの大衆化である。自動車の国民への普及は

これまでの休暇の形態を大きく変えた。ホテ

ルの長期滞在から、朝食付きの民宿（B & B）

での数日間の滞在や、self-catering形式の宿

泊施設やキャラバンサイトでの長期滞在が普

及した（Keay & Keay 1994：944－945）。

1970年代には、スコットランドの北部や西部

の辺境地域の農村部にとって、ツーリズム関

連の雇用や農場での B&B経営が収入の重要

な資源となっていることが指摘されている

（Pacione 1984：250）。

　1960年代、グラスゴー空港が現在の地に新

しく建設された。これによってジェット機の

離発着が可能となり、ロンドンからだけでな

くヨーロッパ大陸との移動時間が一気に短縮

する。1989年にはグラスゴー空港が国際空港

となり、エディンバラ空港と並んで世界中か

らの観光客の玄関口となり今日のツーリズム

の隆盛に至る。

Ⅱ－ 2 　ツーリズムの現状

　図Ⅱ－ 1によると、英国の2013年外国人観

光客の年間受入数は3,117万人、世界ランク

は 8位である。これに対して日本は1,036万

人（2015年訪日外国人客数推計値は1,974万

人）とランクは27位に下がり、英国と大きな

格差がある。2013年の観光収入は、英国は世

界ランク 9位、406億米ドルに対して日本は

世界で21位、149億米ドルであった（観光庁 

2015：14－16頁）。英国を訪れた外国人観光

客の内、スコットランドを最終目的地とした

外国人観光客は、2014年は前年より10％上昇

して270万人、観光収入は11％上昇の18億 4

千万ポンド（約26 . 5億米ドル）であった

（Scotland Office 2015）。スコットランドの人

口は520万人、面積 7万8772km2であり、北海

道とほぼ同じ人口と面積である。そのスコッ

トランドに日本の外国人観光客数約 4分の 1

が訪れているのである（表Ⅱ－ 1参照）。

　しかも日本のツーリズムと決定的に異なる

点が滞在日数である。そもそもツーリズム統

計は 1泊以上の宿泊を伴う tripsが対象であ

り、日帰り旅行は別枠で簡単に扱われるだけ

である。表Ⅱ－ 2に示したように、英国内か

らのツーリストの平均宿泊数は3. 3泊1）、海外

からのツーリストになると平均で 8泊である。

国内のツーリストは英国で “short break” とい
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われる週末の短期滞在型が主流と思われるが、

海外ツーリストはホリデー客2）が主流となっ

ていると思われる。

　ツーリズムがスコットランド経済に与える

影響は少なくない。STBは、2012年のスコッ

トランド全域での観光に関わる恒常的雇用は

資料：観光庁（2015）、14頁、図表 1を加工。
図Ⅱ－ １ 　外国人観光客受入数ランキング（2013年）　単位：万人

注1）UNWTO（国連世界観光機関）、各国政府観光局資料に基づき日本政府観光局（JNTO）作成。
注 2）本表の数値は2014年 6 月時点の暫定値である。
注 3）フランス、スウェーデン、デンマーク、アイルランドは、2013年の数値が不明であるため、2012年の数値を採用した。
注 4）アラブ首長国連邦は、連邦を構成するドバイ首長国のみの数値が判明しているため、その数値を採用した。
注 5）本表で採用した数値は、韓国、日本、台湾、ベトナムを除き、原則的に 1泊以上した外国人旅行者数である。
注 6）外国人訪問者数は、数値が追って新たに発表されたり、さかのぼって更新されることがあるため、数値の採用時期によって、そのつど順位が変わり得る。
注 7）外国人旅行者数は、各国・地域ごとに日本とは異なる統計基準により算出・公表されている場合があるため、これを比較する際には注意を要する。
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175,800人、その経済効果（GVA）は324,020

万ポンド3）であったと報告している。この恒

常的雇用には、被雇用者に加えて B&B経営

者などの自営業者も含まれている。いわゆる

スコットランドのホスピタリティ産業4）に占

める地元住民による自営業の割合の高さを考

えると経済効果は極めて大きいといえる。

　スコットランドのツーリズムが日本と異な

るもう一つの要因に交通手段がある。表Ⅱ－3

表Ⅱ－ 1 　2014年スコットランドのツーリスト数、消費金額、延宿泊数
（ツーリストの居住国別）

　　　　　　　　　　　　　単位：千人、百万ポンド、百万泊

ツーリスト数 消費金額 宿泊数

連合王国 12,519 2,871 41. 6

　スコットランド 6,516 1,170 19. 13

　イングランド 5,569 1,608 21. 42

　ウェールズ 435 93 1. 05

海外 2,700 1,840 21. 52

　米国 418 436

　ドイツ 343 174

　フランス 190 110

　オーストラリ 158 130

　オランダ 149 80

　ポーランド 138 45

　ノルウェー 125 68

　カナダ 122 88

　アイルランド 113 28

　スペイン 101 97

　その他 843 584

総計 15,219 1,840 64. 29

備考：なおすべての数値は、 1泊以上の宿泊を伴うツーリスト
についての統計である。

資料：The Great Britain Tourism Survey Annual Report, 2015

表Ⅱ－ 2 　スコットランドでのツーリストの宿
泊数

宿泊数 国　内 海　外

1－ 3泊 8,617
4 － 7 泊 3,077
8 泊以上 826

計 12,519
平均 3. 3 8. 0

資料：The Great Britain Tourism Survey Annual 
Report, 2015
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はスコットランドへの旅行で最も長時間使用

した交通手段を尋ねた結果である。これによ

ると圧倒的に高い割合を占めている交通手段

が自動車（69. 3%）である。自動車での旅行

は、公共交通機関に制約されないため、ツー

リストの訪問先が鉄道網沿線の都市に限定さ

れないで、広範囲のカントリーサイドにまで

及ぶことを可能にする。このため、ツーリス

トの行動範囲や宿泊先が農村地域を含むス

コットランド全域に拡大する。これによって

ツーリズムの経済効果が地域社会全体に及ぶ

ことを可能にしている。

　以上みてきたように、スコットランドの

ツーリズムは 3世紀に及ぶ歴史をもつ産業で

ある。地域全体への浸透の深さも日本とは比

較にならない規模で展開していることが明ら

かとなった。このようなツーリズムの資源の

ひとつともなっているスコッチ・ウィスキー

とそれが果たすツーリズムへの役割を次節で

検討する。

Ⅲ　スコットランドのウィスキー産業とツー

リズム

Ⅲ－ １ 　スコットランドのウィスキー産業

　スコッチ・ウィスキーに関する書物はさま

ざま出されているが、そのほとんどがウィス

キーの味と造りに関するものである。醸造所

についてはBernard（2007）が詳しいし5）、ウィ

スキーそのものについては、最近のものとし

ては Roskrow（2010）や MacLean（2013）、

また土屋（1999, 2009）などがある。醸造所

訪問記やスコッチを置いている飲食店・取次

店の紹介のようなものは日本語でも数多くあ

るが、中でも訪問記や交友記、飲食店など多

面的に紹介している佐々木（2015）が興味深

い。ただ、最近の傾向として、単にウィスキー

の味や造りだけでなく、その起源をたどった

り（三鍋 2010）、ウィスキー醸造所と周辺の

自然環境に触れたり（平澤 1991）、ウィスキー

を 文 化 現 象 と 結 び つ け た り す る

（Buchenberger 2012）といった取り組み方も

見られる。このようにスコッチ・ウィスキー

に関連する本は日本でも数多く出されている

が、ツーリズムの視点から醸造所を捉えた研

究は、飯塚（2012）が唯一といえよう。しか

しこれとてもスペイサイドの 2つの醸造所を

取り上げるだけで、極めて部分的な報告にす

ぎない。また本稿の 3頁で「海運を含む鉄道

ネットワークが充実することでスコットラン

ド全域が巨大な市場となり、イギリスだけで

なくヨーロッパ各地からの新たなツーリスト

を呼び込むことになる」と述べ、そこで北正

巳の引用箇所を示したが、北はさらに「この

表Ⅱ－ 3 　スコットランドへの交通手段

交通手段 （千人） 比率（％）

自 動 車 8,673 69. 3
鉄　　道 1,771 14. 1
飛 行 機 861 6. 9
バ　　ス 386 3. 1
貸切バス 181 1. 4
そ の 他 647 5. 2

計 12,519 100. 0

資料：The Great Britain Tourism Survey Annual 
Report, 2015
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ような観光ブームは、同時にスコットランド

の国民的飲料でもあるスコッチ・ウィスキー

が全イギリスからヨーロッパ社交界の愛飲品

と普及していく過程でもあった」（北 1999：

46）と興味深い指摘をしている。この北正巳

のもう一つの著書（北 1985）には「ウィス

キー工業史」（これは「スコットランドにお

けるウィスキー工業史に関する一考察」（北 

1976）という論文がもとになっている）とい

う論考が収められているが、高度経済成長を

成し遂げオイルショックで一服したわが国で

スコッチ・ウィスキーがもてはやされた時代、

まだ見ぬ恋人の正体をいち早く紹介した社会

経済史的考察である。

　現在、スコッチ・ウィスキーは、世界約

200の国と地域に輸出されるスコットランド

最大の輸出産品である。輸出額は2007年から

2010年の間に50％の増加を示し、連合王国内

で最も安定した成長輸出産業となっている

（Scotland Food & Drink 2013：pp. 8 － 9 ）。ス

コッチ・ウィスキーの輸出額は2004年から

74%上昇、特にシングルモルトは159%増加

という記録的な伸びを示してきた。しかし

2014年は経済の伸び悩みと政治的な不安定さ

の影響を受けて、輸出額が前年度（42. 6億ポ

ンド）から 7 %低下して39. 5億ポンドであっ

た。最大の輸出先であるアメリカ合衆国向け

が 9 %低下して2014年の輸出額は748百万ポ

ンドであったが、シングルモルトはわずか

1 % の減少にとどまっている。近年はアジ

アの国々でスコッチ・ウィスキーの需要が伸

びている。台湾、インド、アラブ首長国連邦

などの需要の伸びが特に著しい（Scotch 

Whisky Association 2015b）。

Ⅲ－ 2 　スコットランドにおけるウィスキー

醸造所の現状

　スコッチ・ウィスキー醸造所の多くがその

起源を1824年の酒税法改正以降に持っている。

それから約200年近くの間に、スコッチ・ウィ

スキーは何度か苦境を経験してきたが、その

過程で多くの醸造所が所有者を変えながら今

日まで生き続けてきた。現在、スコットラン

ドで稼働している醸造所（モルト・ウィス

キー生産）は97か所である。1825年には329

か所、1899年161か所、1979年には123か所で

あったので、この30年余りの間に26か所、約

20％の醸造所が閉鎖されている（Smith & 

Wallace 2010：p. 8 ）。97か所の醸造所のうち、

ビジターセンターを設けて一般に公開してい

る醸造所は50か所、全体の51. 4％である。

　97か所の醸造所の地域別内訳は、Lowland

が 5か所（内、公開している醸造所は 3か所。

以下同じ）、Hightland（South）8（6）か所、

Hightland（East）9（5）か所、Speyside が44（12）

か所、Hightland（North and West）12（9）か所、

Islay and Campbeltown13（10）か所、Island

が 6（4）か所である。Whisky Trailとして有

名な Spey川流域を中心とした Speyside地域

に約半数の醸造所が集中している。しかし公

開している醸造所の比率はこの地域が最も低

い。一方、Islay島では 9か所の醸造所が全

てビジターセンターの設備を整え一般に公開

している（一部の醸造所は、冬期は閉鎖して
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いる）。

　次に年間生産能力別の醸造所数を図表Ⅲ－

1に示した。これによると、年間の生産能力

200万リットル未満の醸造所が12か所（24％）、

200万以上300万リットル以下が42％、300万

リットル以上が34％と生産規模別にみると醸

造所の種別は 3層で構成されている。最小の

生産能力の醸造所は Hightland（North and 

West）地域の Loch Ewe 醸造所で年間生産能

力1,000リットル、18世紀の製法でウィスキー

を製造している醸造所である。最大規模の醸

造所は、Ⅳ節でも取り上げている Speyside

地域のGlenfiddich 醸造所で、年間1,140万リッ

トル、と他に抜きんでた規模の生産能力を有

している。ポットスティルの数は18基あり、

シングルモルトの販売量世界 1位の醸造所で

ある。

　現在、シングルモルトを出していない醸造

所はスコットランドには 1社もない。それど

ころか前述のように、年々シングルモルトの

販売量は増加傾向にある。しかし、「シング

ルモルト」という名称が多くの人に知られる

ようになったのは、それほど古くからのこと

ではない。1965年に Glenfiddich醸造所が、

独特のデザインの瓶で Glenfiddich Pure Malt

を販売した。当初、名前は全く知られていな

かったが、「新しいウィスキー」として雑誌・

新聞に広告を出し、ある程度成功を収めるに

つれ1970年代半ばから徐々に広まり始めた。

しかし今日でも、シングルモルトを販売しな

い醸造所が 1社もないのと同様に、ブレンド

ウィスキー用に自社のスピリッツを販売して

いない醸造所も 1社もない。しかも一部の醸

造所を除いてブレンド名が公表されている。

表Ⅲ－ 1に掲げた50の醸造所の内、公表して

いない醸造所は11社である。最も多いブレン

ド先は Johnnie Walker の 8社、次いで The 

Famous Grouseが 5社、Cutty Sarkの 4社で

ある。

　20世紀後半、シングルモルトが広がり始め

た時期は、同時に醸造所の統合が進んだ期間

でもある。現在、世界的な酒類企業の Diageo

とフランスの Perno Ricardが多くの醸造所を

所有している。上記の50社の場合もそのうち

12社がDiageoの所有である。Diageoはスコッ

チ・ウィスキーの有名ブランド Johnnie Walker

や J&J を擁する多国籍企業である（山崎 

2010）。グループ内の醸造所のホームページ

表Ⅲ－ 1 　年間生産能力別醸造所数
単位：万リットル

生産能力 醸造所数 構成比

10以下  3 　6. 0
50  4 　8. 0
100  5  10. 0
200 12  14. 0
300 14  18. 0
400  4 　8. 0
500  2 　4. 0
600  2 　4. 0
700  1 　2. 0
800  1 　2. 0
1000以上  2 　4. 0

計 50 100. 0

資料：Smith & Wallace 2010
注： 年間生産量が記載されている醸造所は50社
であった。
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の一括作成や、Classic Malt Selectionとして

モルトウィスキーをグループ化する広報戦略、

さらに後に述べるようなガイドツアーの解説

の標準化など、個々の醸造所の多様性を尊重

しながら同時に統合の利点を活用した販売戦

略の強化を図っている。

Ⅲ－ 3 　ウィスキー醸造所におけるツーリズム

　Scotch Whisky Associationによると、2014

年に醸造所を訪れた訪問者は150万人であっ

た。これは2013年から 6％上昇、さらに2010

年の130万人から15％上昇している。これら

訪問者が醸造所で消費した金額は2014年で

図Ⅳ－ 1 　スコットランドの訪問先醸造所
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5,000万ポンドに上る。この金額は2010年の

3,250万ポンドから大幅に増加している。一

人あたりの平均消費金額は32. 5ポンドであっ

た。今やスコッチ・ウィスキー醸造所はエ

ディンバラ城やスコットランド国立博物館、

さらにはロンドンのテート美術館やロンドン

動物園と並ぶ英国有数の観光スポットとなっ

ている。訪問者の中でもっとも多い割合を占

めているのは、スコットランドとその他の英

国国内からの観光客である。海外からはドイ

ツ、アメリカ合衆国、フランスが上位を占め

ている。これらの国々はスコッチ・ウィス

キーの輸出額の大きさに比例している

（Scotch Whisky Associa tion 2015b）。

　スコットランド・ウィスキー産業が地域社

会へ及ぼす経済効果であるが、Scotch Whisky 

Associationによると、2014年には約 1万人が

地元ウィスキー産業で雇用され、地元経済に

大きな貢献をしている。また連合王国全体で

は 4万人以上の雇用を生み出している

（Scotch Whisky Association 2015a）。

　スコットランドのツーリズムの資源は豊か

であるとともに多様である。歴史的に評価さ

れてきた自然の神秘性、独自性、そして完璧

に保全された景観の美しさに加えて、ケルト

文化の遺跡、数々の中世から残る城郭、美術

館・博物館などの観光施設、ゴルフ場をはじ

めとしたスポーツ施設、そして本稿が取り上

げるウィスキー醸造所もスコットランドで体

験できる魅力的なアクティビティのひとつと

なっている。

Ⅳ　ツーリズムの視点からみたウィスキー醸

造所

　今回、ウィスキー醸造所14か所とその周辺

観光施設 5か所を訪問した（図Ⅳ－ 1参照）。

調査期間は2015年 8 月25日～29日であった。

Ⅳ－ １ 　ハイランド（南部）

1 ．Edradour醸造所

　1825年から続く、farm distilleriesの伝統を

もつもっとも小さな醸造所のひとつである。

緑豊かな Edradour村の一角に位置する。周

囲の景観にマッチした建物が絵画的な美しさ

をみせている。生産過程を紹介するビデオが

写真 1　正面入り口。白壁に赤のドアが美しい
（キルトを着たスタッフが案内している）。

写真 ２　ショップの内部。ウィスキー以外にス
ウィーツ類やウィスキーグラスなどの土
産物も販売している。
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フランス語、ドイツ語、日本語、スペイン語

で用意されている。ビジターセンターの施設

はウィスキーを販売するショップだけである

が、 4月中旬から10月中旬まで有料のガイド

ツアーおよびテイスティングを行っている

（大人7. 50ポンド、12－17歳2. 50ポンド）。こ

の他、2010年から VIP用のプライベート・

ツアーも用意された。一般のツアー参加は12

歳以上。 1ツアーにつき子どもの数は 4人ま

で。年間約 9万人が訪れる人気の醸造所のひ

とつである。

2 ．Blair Athol 醸造所

　スコットランド有数の観光地の一つである

Pitlochryに位置する醸造所。1798年に創設さ

れたが、1932年不況のため経営が悪化し閉鎖

された。翌年、ブレンド・ウィスキーのメー

カーである Arthura Bellによって買い取られ

が、操業を再開したのは第 2次世界大戦後の

1949年である（Smith & Wallace 2010：p. 80）。

現在、生産したスピリッツの多くが、英国で

最も人気のあるウィスキーのひとつの Bell

のブランド名で販売されている。広い駐車場

が 2か所あり、大型観光バスで外国人観光客

も多数訪れる人気スポットのひとつとなって

いる。ガイドツアー（テイスティング付）は

Standard Tour（7. 00ポンド）に加えて、プラ

イベート・ツアーの Signature Tour（15. 00ポ

ンド） と Allt Dour Deluxe（27. 50ポンド）が

ある。プライベート・ツアーには製造工程の

ガイド以外に、複数のシングル・モルトのテ

イスティングと解説が付いている。

　レストランやカフェは併設されていないが、

ショップの 2階にあるバーで、ウィスキーや

ワイン類を飲むことが出来る。商品は自社の

シングルモルト・ウィスキーのみならずグ

ループ会社（Diageo）のウィスキーをはじめ、

ウィスキーを使用したスウィーツ類やジャム

などの各種瓶詰、ウィスキー・グラスや様々

な土産物など充実した商品展開となっている。

また内部にはスコッチ・ウィスキーの解説パ

ネルが展示されている。

写真 ３　中庭にあるシンボル・モニュメント

写真 ４　ビジターセンター内のショップの様子。
右上が 2階部分。ここでテイスティング
が出来る。
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Ⅳ－ 2 　ハイランド（西部）

3 ．Dalwhinnie 醸造所

　Dalwhinnie 醸造所は、1897／1898年に建設

された。創業時の名称は Strathspeyであった。

1905年、Dalwhinnieはスコットランドの醸造

所としては初めてアメリカの企業 Cook & 

Bernheimer に競売で買収された（Smith & 

Wallace 2010：p. 130）。その後何度か所有者

を変遷して、現在は Diageoの一員となって

いる。

　Dalwhinnie 醸造所はパースからインバネス

までハイランドを南北に結ぶ幹線道路のＡ 9

沿いに位置している。ハイランドののびやか

に広がる自然を背景にたたずむ白い壁の醸造

所の姿は、スコットランドでもっとも美しい

醸造所のひとつであり、Diageoのグループ

の中でもっとも訪問者の多い醸造所のひとつ

でもある。

　ビジター・センターは1991年から開業して

いる。センターの中には、創業時のエピソー

ドや創業時の名称である Strathspeyの由来、

今日に至るまでの醸造所の歴史、さらにウィ

スキー造りに賭ける意気込みまでイラスト入

りのパネルで分かりやすく展示されている。

Ⅳ－ 3 　Speyside

4 ．The Glenlivet 醸造所

　1824年にライセンスを得て商業的生産を開

写真 ５　Dalwhinnie 醸造所の近辺の風景。手前
に鉄道線路が走り、流れの奥に湖が広がる。

写真 ６　Dalwhinnie醸造所の正面。屋根にパゴ
ダ風の塔が 2基見える。なお、今日大部分
のパゴダは装飾的意味しか持っていない。

写真 ８　テイスティング用ウィスキーの説明書。
丸の上に選択したウィスキーグラスが置
かれる。

写真 ７　ビジターセンター内部
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始した最初の醸造所である（Smith & Wallace 

2010：p. 116）。2001年に Chivas Bros.に買収

され、現在、主にブレンドは Chivas Regalの

ブランドで、シングルモルトは Royal Salute

のブランドで販売している。醸造所のポット

スティル室がガラス張りになっていて、建物

の外からポットスティルが見えるように工夫

されている。

　一般のテイスティング付ガイドツアーは無

料で提供されている。テイスティングは 3種

類のウィスキー。 1ツアー約10名で20分毎に

行われている。一般に公開している期間は

2015年の場合、 3月16日から11月13日までで

ある。Glen（谷）の歴史と The Glenlivetの繊

細でまろやかなウィスキーを生み出すこの地

域の特徴を説明した展示が印象的である。ツ

アーの最後に醸造所の歴史に関する DVDの

視聴が組み込まれている。ビジターセンター

にはコーヒーショップが併設されている。

ショップには多様なウィスキーやスウィーツ

類、洒落たギフト商品、ウィスキー関係の本

も販売されていて品揃えは豊かである。

5 ．Cragganmore 醸造所

　1869年、Ballindallochの領地に John Smith

が建てた醸造所。Speysideのシングル・モル

トの醸造所として有名であるだけでなく、

トップクラスのブレンド・ウィスキーのメー

カーとしても評判が高い。1998年に、Diageo

の前身である United Distillersの所有となっ

写真 ９　ビジターセンターの正面。左手の手前
にガラス張りのポットスティル室がある。

写真10　ビジターセンターのコーヒーショップ
（階下は展示スペース）

写真11　醸造所正面

写真12　ショップの内部
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た（Smith & Wallace 2010：p. 108）。

　ツアーは、スタンダード・ツアーが£4. 00、

他に Premium Tourが£8. 00、Connoisseur’s 

Tour£16. 00の 3 種類が用意されている。

6 ．Glenfarclas 醸造所

　Glenfarclas 醸造所は、今ではスコットラン

ドで数少なくなった家族所有による The 

Family Casksである。所有者は現在も醸造所

の裏に住まいを構えて、 2日に 1回は醸造所

にやってくる。かつては領地に併設する農場

で栽培された大麦を原料としてウィスキー生

産を行っていたが、現在は北スコットランド

から北イングランドまでの地域で生産された

大麦を使用している。大麦生産者は小規模経

営者が主で、近年高齢化が進行している、と

ビジターセンターのマレイ Murray氏が語っ

てくれた。 1週間の大麦使用量は約150トン

である。年間生産量は、350万リットルの中

規模醸造所である。1960年にポットスティル

を 2本から 4本に増設、さらに1976年には 6

本に増やした。生産量は年々増加していると

のことであった。

　Glenfarclas 醸造所は、特別な顧客を迎え入

れる目的でビジターセンターを建設した最初

の醸造所である。1973年にオープンしたビジ

ターセンターには、遠洋航海用の客船 Empress 

of Australiaからそっくり客室が移設された

Ship’s Roomが備わっていて、訪問者が優雅

な雰囲気の中でゆったりとテイスティングを

楽しむことができる。ビジターセンターを開

設した目的は、訪問者を増やし売り上げを伸

ばそうという商業的目的ではなく、顧客との

家族的な直接的関係を重視したいという思い

からであった、というのがマレイ Murray氏

の説明であった。

　一般ツアーは£5. 00、テイスティングは無

料である。この他、 7，8月のみ Ambassador’s 

Tourが£15. 00で予約に限り提供されている。

7 ．The Macallan 醸造所

　The Macallan 醸造所の主要ブランド名は、

日本でもよく知られている Famous Grouseと

Cutty Sarkであり、スコットランドでもっと

写真13　ヒースの丘を背後に抱えて立つビジ
ターセンター。屋根のパゴダは記念の飾
りとして残されているもの。

写真14　Ship’s Roomの内部。壁面の木製ボード
や照明器具、家具も船で使用されていた
ままである。
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も有名な醸造所のひとつである。広大な敷地

に近代的な貯蔵庫が何棟も並ぶ近代的工場の

醸造所。大規模な生産体制を整えている。

　1823年の創設時の所有者 Alexander Reidの

後、何人かの所有者を経て、1986年には日本

の飲料メーカーであるサントリーが株式の

25％を所有、さらに1996年に Highland 醸造

所に残りの株式を売り渡して、長年の家族経

営が終わることになった（Smith & Wallace 

2010：p. 120）。

　Macallan 醸造所では、1965年に 6基のポッ

トスティルを増設して、生産量が 2倍になっ

た。さらに1975年にも増設してポットスティ

ルが合計21基となった。2008～ 9 年に 6基の

ポットスティルを設置する新施設を建設した。

現在、さらなる需要の増加に応えるため、隣

接の敷地に新しい工場を建設中である。新工

場は2017年 5 月完成予定で、生産量を倍増す

る計画である。また工場の拡張後はカフェや

レストランも併設する予定とのことであった。

　The Macallan 醸造所では、珍しく無料のテ

イスティングを提供している。ツアーは標準

ツアーが 8ポンド、さらに所要時間約 2時間

半の Precious tourは20ポンドであった。

8 ．Glen Grant 醸造所

　Johnと James Grant兄弟によって1840年に

建設された Speyside地域 Rothes町の醸造所。

1953年にGlenlivetと合併した。さらに1972年、

1977年と 2度にわたる合併後、2001年に

Chivas Brothersに買い取られたが、2006年に

イタリアの飲料会社 Campariに売却された。

現在もブランド名は Chivas Regalで販売して

写真15　ロゴマークとビジターセンターの看板

写真16　ビジターセンター入り口

写真17　広大な敷地内に立ち並ぶ貯蔵庫群
写真18　道路から入ってすぐの駐車場。緑あふ

れる広大な敷地の向こうに工場がある。
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いる。

　1970年まではピートを使用していたが、消

費者の好みが、軽く癖のないウィスキーに

移って行ったので、現在は使用をやめている。

2008年 5 月に現在のビジターセンターを開設

した。緑の中に佇む美しい醸造所である。

9 ．Glenfiddich 醸造所

　Speyside地域で一番多い 8か所の醸造所が

集積している Dufftownで 2番目に創設され

た醸造所。Glenfiddichは今も工場内で瓶詰を

行っている 4か所のスコットランドの醸造

所のひとつである。創立は1886年である。

Glenfiddichは現在、世界で最もよく売れてい

るスコッチウィスキーである。年間販売量は

約1000万本に達する（Smith & Wallace 2010：

p. 112）。

写真20　見学コースの説明ポイントには英独仏
伊西の 5か国語の説明パネルが設置して
ある。

写真21　独特の形状のポットスティル。今回の
訪問でポットスティル室内部の撮影が許
された唯一の醸造所。

写真22　モダンで洒落たインテリアのテイス
ティング・ルーム

写真23　ウィスキー造りに使われる湧水が敷地
内を流れている。

写真19　ビジターセンターの正面。
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10．Cardhu 醸造所

　1824年に John Cummingがライセンスを取

得したのが始まりである。彼の死後、娘の

Elizabethとその夫の Lewisが経営を引き継ぎ、

Lewisの死後、Elizabethが古い工場を売却して、

現在の基礎となる工場を設立した。その意味

でスコットランド唯一の女性が基礎を築いた

醸造所である。 1893年に John Walker & Sons 

of Killmarnockに20,500ポンドで売却された。

それ以来ブレンドは Johnnie Walkerで生産さ

れている。1960～1961年に大規模な建て替え

を行って、ポットスティルを 2本増設し現在

6本となっている（Smith & Wallace 2010：

写真24　右手のドアがガイドツアー受付事務所。
正面はレストラン。

写真25　カシミア製品も並ぶ充実した品ぞろえ
の Glenfiddich醸造所のショップ。重厚な
インテリアが美しい。

写真27　Cardhu醸造所のビジターセンター入り口

写真28　ビジターセンターの中には狭いながら
も解説用のパネルや生産工程の模型が展
示されている。写真中央は、ウィスキー
のフレイバーの種類を説明するパネル。
樽の上にスパイスなどフレイバーの見本
が入った缶が並んでいる。ガイドツアー
の始まりにビジターににおいを嗅がせて
何の香か当てさせる。

写真26　駐車場から臨む Cardhu醸造所の工場。
中央の白い建物の屋根の向こうに小さく
2つのパゴダの先端が見える。
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pp. 106－107）。

11．Strathisla 醸造所

　「これまで何人もの経営者の手を経てきた。

良い経営者もいれば悪い経営者もいた。」と

少々ショッキングな言葉からガイドツアーが

開始された。すでに有名な話とはいえ、かつ

て Strathisla醸造所が酒税の脱税により倒産、

1951年に競売にかけられ、71,000ポンドで

Seagram（Chivas Regal）社の手に渡ったこと

がツアーの冒頭で説明されたのも、その後、

Strathisla醸造所がブレンド・ウィスキーChivas Regalで成功を収めてきたことの自信の表わ

れであろう。その一方で、今日もなおシング

ルモルトとしての Strathisla に強い誇りを

持っていることがガイドツアーを通して伝

わってきた。

Ⅳ－ 4 　Isle of Skye

12．Talisker 醸造所

　Skye島唯一の醸造所である。Taliskerの特

徴は、何と言ってもそのシングルモルト生産

割合の高さであろう。 5基のスティルを用い

て年間約270万リットルを生産しているが、

そのうち 6万ケースは樽詰め期間が10年以上

のシングルモルトとして出荷されている（残

りは Johnnie Walkerのブレンドに用いられて

いる）（Bruce-Gardyne 2002：pp. 169－170）。

そのフレーバーは、近年、スムースでエレガ

ントな味覚が好まれるようになった中で、昔

ながらのピートの香りを生かしたスモーキー

な独特の風味を堅持している。

　Taliskerの創設は1830年に遡る。その後、

写真29　 2連のパゴダが印象的な Strathisla醸造
所の正面。そのまま絵画になる美しい光景。

写真30　建物の入口の標識が Strathislaと Chivas 
Regalの関係を象徴している。両者は一体
となって発展してきた。

写真31　ツアーの最後のテイスティング。 4種
類のウィスキーについて解説を聞きなが
らテイスティング。それぞれのフレーバー
の比較ができる。
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何人も所有者を変えながら1916年に John 

Walker & Sonsの所有となった。1960年にポッ

トスティル室が火災によって全焼したが、そ

の後当初と全く同じポットスティルが再建さ

れている。1988年に New Classic Maltに選ば

れたのを機に、ビジターセンターが設立され

た（Smith & Wallace 2010：p. 148）。

　ガイドツアー（5. 00ポンド）は15分間隔で

1回10名余りの参加者数で実施されている。

訪問した日は 8月末の平日の午後遅くであっ

たが、ガイドツアーは 1時間待ちという盛況

であった。静かで神秘的ともいえる雰囲気の

漂う Skye島にあって、醸造所とその周辺だ

けが世界中からの観光客であふれているとい

う印象である。Skye島の風土と海が Talisker

を造ったと語られているが、醸造所の位置す

写真32　Talisker醸造所の敷地内を流れる小川の
水の色が、ピートを溶かして醤油のよう
な濃い茶色をしている。

写真33　静かな島でここだけは観光客の車で溢
れかえっている。

写真34　ビジターセンター内部。Taliskerがどの
ようにして造られてきたかを、その歴史、
風土、も含めて詳しく解説。まるで博物
館のようによく工夫された展示である。

写真35　 8か国語で表記されたパネル（内容は
ショッピングバック有料化のスコットラ
ンド法についての説明）。訪問客の国籍の
多様さを物語っている。
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るその地で味わってこそ Talisker のフレー

バーの真髄が理解できる、という言葉が納得

できるガイドツアーであった。ガイドツアー

の終わりに、参加者の「どうしたら Talisker

を最もおいしく味わうことができるか」とい

う質問に答えて、近隣のレストランで名物の

牡蠣と Taliskerの組み合わせを紹介していた

のが印象的である。

Ⅳ－ 5 　Perth 周辺

13．Glenturret 醸造所

　Glenturretはスコットランドで最も古くか

ら操業している醸造所といわれている。1775

年には現在の場所で非合法の醸造所として

ウィスキー造りをしていた。醸造ライセンス

を取得したのは1818年、Glenturretの名前で

操業を始めたのは1875年である（Bruce-

Gardyne 2002：p. 158）。

　しかし1922年には醸造所を廃業し、誰にも

振り向かれることもなかったが、1957年

James Fairlieが取得し、設備を更新して奇跡

的に復活を果たした（Smith & Wallace 2010：

写真36　醸造所正面の入り江の風景。この海が
Taliskerを造りだしたといわれている。

写真37　Glenturret醸造所の入口で Famous Grouse
のシンボルが迎えてくれる。

写真38　ビジターセンターの入口。小屋根の上
に小さく Glenturret 醸造所の文字が見える。

写真39　パゴダ風の飾りがついた屋根の下の建
物にショップとカフェ、レストランが入っ
ている。
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p. 87）。2002年にThe Famous Grouse Experience

の名称でビジターセンターが整備された。現

在、年間約10万人もが訪れるスコットランド

でもっとも人気のある醸造所のひとつとなっ

ている。

Ⅳ－ 6 　Stirling 周辺

14．Tullibardine 醸造所

　Tullibardine 醸造所は15世紀のビール醸造

所に起源を持つといわれている。事実、1488

年にジェイムス 4世にビールを提供したとの

記録が残されている。その後、18世紀末か

ら Tullibardine 醸造所の名称で操業している

（Smith & Wallace 2010：p. 88）。

　20世紀初頭、経営危機に直面し、その後、

所有者を変えながらも伝統的な製法を今日ま

で継承している。2003年12月、ボイラーから

出火し、約 9年分のスピリッツが流出すると

いう危機に遭遇した。それから再出発し、現

在もコンピューター化することなく可能な限

り伝統的な手法を踏襲してウィスキー生産を

行っている。年間生産量約270万リットルの

4分の 3はスピリッツとして売却し、残りを

シングル・モルトとして Tullibardineのラベ

写真40　有料テイスティング用のシングル・カ
スク（樽）を展示用の樽に詰めて替えてい
るところ。この日のカスクの名称は Lady 
Murray、アルコール度数60. 1％であった。

写真41　ショップとガイドツアーの受付のある
建物の入り口。

写真42　ショップの内部。他の醸造所と異なり、
ウィスキーと関連グッズ以外の商品は販
売していない。

写真43　奥のバーでテイスティングを提供して
いる。
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ルの下で販売している。売却先は公表されて

おらず、ビジターセンターのスタッフは、「売

り渡した後のことは知らない。私たちは残り

4分の 1で最高品質のモルトウィスキーを造

るだけ。」と割り切った説明をしている。現在、

増加する需要に応えるため工場は拡張工事中

とのことで敷地内は雑然としていた。

Ⅳ－ 7 　標準化されたガイドツアー

　スコットランドのウィスキー醸造所のガイ

ドツアーは、（1）専門的訓練を受けたガイド

が案内すること、（2）ガイドの説明内容の基

本は標準化されていて、どの醸造所も同じで

あること、しかし（3）各醸造所が標準化され

た内容にそれぞれの特徴や主張を盛り込んで

いること、の 3点が特徴である。このような

ガイドツアーの標準化には、現在、スコッチ・

ウィスキー所有企業の 2台巨頭のひとつであ

る Diageoの影響が大きい。

　価格が 5～ 7ポンド程度のスタンダード・

タイプのガイドツアーは 1グループ15名以下、

所要時間約 1時間で、最後に 1～ 4種類程度

のテイスティングが付いている。製造現場を

見学し、ウィスキーのフレーバーなど特徴の

説明を受けながら、醸造所の施設内部で味わ

うという経験は、スコットランド旅行の楽し

みの一つとなっている。またウィスキーを醸

し出した自然環境の中に身を置き、ウィス

キーの背後に蓄積されている歴史と造り手の

心意気を肌で理解することは、スコッチ・

ウィスキーの愛好家を育てるのに大いに貢献

していると思われる。

　いずれの醸造所でもガイドは女性が圧倒的

に多かった。今回参加した醸造所の中で男性

のツアーガイドは 1か所だけであった。どの

女性ツアーガイドも、堂々と自信に溢れた態

度できびきびとガイドする様子は、ウィス

キーに対する顧客の信頼を高めるに十分で

あった。

　ここでは以下に、今回体験したガイドツ

アーの概要をまとめ、併せてウィスキー製造

の過程と特徴を指摘する。なお Glen Grant醸

造所でポットスティルの撮影が許された以外、

ガイドツアーの全工程が撮影禁止であったた

め写真は示していない。

①第 1段階：オリエンテーション

　ツアー開始時間の告知に続き、参加者の人

数確認、火災発生時の避難経路の指示、喫煙・

写真撮影・携帯電話等の使用禁止の説明を、

全ての醸造所で冒頭に行っていた。さらに、

どのような質問でも歓迎する、分からないこ

とがあれば他のスタッフにも尋ねて出来るだ

け答える、とオープンな姿勢であることを伝

えてツアーがスタートする。このツアーガイ

ドの態度は、醸造所が顧客に開かれた存在で

あるとの印象を冒頭に与える効果をもってい

た。

②第 2段階：モルティング、麦汁工程の説明

　モルティングとは、麦に水を含ませて加熱

し、麦の発芽を促す工程である。その際、加

熱する燃料の一部にピートを使用している蒸

留所（例えば前述の Talisker醸造所）があり、

特有のスモーキーさを醸し出す。ガイドツ

アーでは、行程の説明に先だって麦のサンプ



スコットランドにおけるツーリズムの現状 99

ルを提示する所も 2 , 3 箇所あった。日本酒

の場合には酒造好適米の品種や生産地、精米

歩合などがガイドのポイントになるところで

あるが、ウィスキー醸造所では数種類の麦を

実際に見せるだけでそれ以上の説明はなされ

なかった点が、日本酒メーカーと異なり印象

的であった。

　モルティングでピートを使用するか否かで

麦芽に含まれる焦げ臭成分の有無が決まるの

で、The Macallan醸造所や Cardhu醸造所な

どピートを全く使用していない醸造所もその

ことを必ず説明していた。

③第 3段階：麦芽焙煎、麦汁製造工程

　製造した麦芽をローストしてアミラーゼ力

価を高める工程が焙煎工程で、焙煎の程度に

よって麦でんぷんからグルコースが生成する

効率が左右されるため、後の麦汁中の糖濃度

が決まる重要な工程である。しかしここを見

学させる醸造所は今回ツアーに参加した醸造

所には 1か所も無かった。

　そして焙煎した麦芽に水を加えて加温、攪

拌し、麦でんぷんの糖化を進めるのが麦汁製

造工程である。麦汁工程ではマッシュタン

（麦汁製造タンク）の蓋を開けて内部を覗か

せる醸造所が 2 , 3 箇所あったが、多くは「こ

れがマッシュタンです」と示すに留まってい

た。

④第 4段階：アルコール発酵

　製造した麦汁をろ過、殺菌して酵母を添加

してアルコール発酵させる工程である。

　印象的だったのは視察した全ての醸造所が

木製タンクで発酵させている点であった。長

年使い続けることでアルコール発酵に有用な

微生物が棲みつき、良い風味を醸し出すとの

ことである。中にはタンクの縦寸を示し「こ

んな長尺な材を苦労して手配している。」と

語るところもあった。メーカーによってはス

テンレスタンクを併用する所もあるようなの

で、醸造所の拘りを感じさせる工程であった。

日本酒メーカーでも木製桶で仕込んでいる所

はあるが、その場合必ずそのことを高らかに

詠い、「木桶仕込み」などとラベルに記載す

るものである。スコッチ・ウィスキーの場合、

そのような表示がされることがないところを

みると、醸造所では恐らく特に自慢するまで

もなく、当たり前の扱いなのだろうと思われ

る。

　その他、発酵に伴って発生する炭酸ガスを

除去するためにタンク毎にファンを設置して

いることを誇らしげに語る醸造所（Cardhu）

と、酵母室（Yeast room）と扉に記載してあ

る醸造所（Blair Athol、特に案内はなかった）

がそれぞれ 1箇所ずつあったが、多くの醸造

所では、この工程もそれほど力を入れて説明

しているようには感じられない。

⑤第 5段階：蒸留、ランニングヘッドとロン

グテイルのカットオフ

　アルコール発酵が終了したもろみを、ポッ

トスチルと呼ばれる単式蒸留機で蒸留し、高

濃度のアルコール液を得る工程。ウィスキー

の製造で使われる単式常圧蒸留機はアルコー

ルの他に多くの香気成分が一緒に蒸留される

が、蒸留初期（ランニングヘッド、説明では

単に「ヘッド」と呼ぶ）と後期（ロングテイ
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ル、同じく「テイル」）は香気成分がアンバ

ランスになるためカットオフし、バランスの

良い中取り部分（説明では「ハート」）を取

り分ける。 2段蒸留する所、 3段が基本で 3

段目をカットオフと混和するところ等色々特

徴の見られた工程であり、今回のツアーを通

じてすべての醸造所が最も時間を掛け、細か

く説明していたのがこの工程であった。蒸留

塔の特徴やその使い分けは、十分に時間を掛

け「理解できたか？」と見学者の顔色を窺い

ながら説明しており、ヘッドとテイルそして

肝心のハートの部分を説明するときには、全

ての醸造所のガイドが同じようなジェス

チャーで頭とお尻そして心臓を示していた。

　またどの醸造所にも、化粧箱に仰々しく据

えられた分留機があった。この分留機を手動

で切り替えており、その様子を必ず見学させ

ているのも印象的だった。中には蒸留時の冷

却管を、伝統的なスタイルである屋外の巨大

プールに浸して行っているのを特徴にしてい

る醸造所もあった（Cragganmore）。

　この工程が蒸留酒の製造過程にとってポイ

ントであるのは確かで、蒸留時の加熱を誤る

と蒸留効率の低下や異臭の発生の原因になる。

通常運転で最もメインテナンスが重要になる

のもこの工程である。しかし技術的な重要性

を考慮しても彼らの執着ぶりはやや異様に感

じられた。彼らにとってこの工程は、「ウイ

スキーがこの世に誕生する」かけがえの無い

イベントなのだろうと推察する。

⑥第 6段階：樽貯蔵

　蒸留したてのウィスキーは無色透明で味も

荒く、そのままではとても飲用に供すること

はできない。そこでスコッチ・ウィスキーの

醸造所では、このスピリッツを木製樽に詰め

て貯蔵、熟成させ、樽成分の抽出を行う。使

用する樽は、バーボン樽とシェリー樽の組み

合わせが多かった。また、シングルモルトと

ブレンド・ウイスキーの扱いの違いについて

も熱心に語っていた。

　この部分は蒸留に並んで熱心に説明された

工程であった。初めにバーボン樽に詰め、し

ばらく貯蔵した後シェリー樽に詰め替えて香

味を整えていた。貯蔵中のウィスキーの色の

変化や経年的に量が減っていく点など、皆と

ても楽しそうに説明していた。中には一部大

型タンクや新樽を使用する醸造所、樽貯蔵庫

（セラー）の環境について語る醸造所もあり、

やはり拘りが感じられる工程であった。

　スコッチ・ウィスキーのクラス分けは主に

貯蔵年数で区分けされており、 5年もの、10

年もの、15年もの等この貯蔵の工程で全てが

決まると言っても過言ではない。多くのブラ

ンドを持ちたがる日本酒メーカーと異なり、

シングルモルト・ウィスキーは単一あるいは

あっても 2銘柄程度であった。「ここで造ら

れるのはこの酒だけ。後はそれがどの程度熟

成されているかだ。」という態度は大変潔く

感じられる。見方によっては自社の製造技術

を熟知している貫禄のようなものを感じた。

　全体的にみると、ツアーガイドが単に記憶

した内容を語るというのではなく、自社のコ

ンセプトや特徴、製造工程の基本的内容を参

加者全員が理解できるように説明しようとい
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う態度であった点も印象的であった。自社の

ウィスキーについて過不足なく、そして十分

に満足感を与える説明をする。ツアーの骨格

が概ね共通していて聞きやすかったことも

あった。非英語圏の参加者に対しても分かり

やすい平易な表現をとっていたこともサービ

ス精神の反映と感じられた。参加者からの質

問に対してはその都度、優しく丁寧に対応す

る一方、時に注意事項を守らない客がいた場

合には明確に警告を発する態度は雄々しくさ

え感じられた。

Ⅴ　おわりに

　今回、 5日間にわたり14の醸造所を巡った

が、Scotch Whisky Associationの「ウィスキー

醸造所に 2つとして同じものはない」という

言葉の通り、それぞれが独自の歴史と独特の

特徴を有していた。今回の調査結果から、ウィ

スキー醸造所のツーリズムとスコッチ・ウィ

スキーの好況を実現した要因を考察すると、

次の 2点を指摘することが出来る。第 1点は、

日本の酒造メーカーも豊かな歴史と個性ある

特徴を持っている点は同じであるが、スコッ

トランドで注目すべき点は、各醸造所がそれ

ぞれの特徴を明確に認識し、かつそれを顧客

に伝えようとする努力を継続している点であ

る。しかも国や行政からの補助金や支援策に

頼ることなく、個々の企業が独自に努力を積

み重ねてきた成果であるという点が大きい。

えてして日本では、補助金に合わせて事業が

実施されることが多く、このため「必要な事

業」ではなく、「補助金のもらえる事業」が

行われる傾向が拭えない。また酒蔵が有して

いる価値を、「理解できる人に分かってもら

えばよい」という態度で、積極的に伝えると

いう努力が軽視される傾向にある。この意味

でスコットランドのウィスキー醸造所に学ぶ

点は大きいと思われる。 2点目にいえること

は、一方には伝統の継承を重視する姿勢を守

りながらも、多国籍企業による経営統合やコ

ンピューター化の導入など、さまざまな分野

で果敢に合理化・効率化に取り組んできた点

である。本稿では経営の内部についてまで言

及できなかったが、製造量を増加しながら、

人員削減も大胆に行っている。

　最後に、どの醸造所でも女性たちが活躍し

ていた点が印象に残る。単にスタッフの中に

女性の数が多い、というのではなく、それぞ

れが一定の責任ある役割を担って働いていた。

ツアーガイドの自信に満ちた語り口調は、醸

造所とウィスキーに誇りと愛情を抱いている

者にこそできるのではないか、と思わせるに

充分であった。

註
1 ）日本の国内宿泊観光旅行の 1人当たり宿泊数
は平均2.1泊である（観光庁　2015）。
2） 1週間単位で取得する休暇のこと。夏休みに
は 2～ 3週間の連続休暇を取るのがヨーロッ
パでは一般的である。
3）2015年のスコットランド全土の GVA は
11,700,000万ポンドであった。
4）ホテルやB&Bなどの宿泊施設、レストラン・
バーなどの飲食業、娯楽施設、イベント運営な
どの総称。
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5 ）初版は1887年、本書はそのリプリントである。
タイトルにあるようにスコットランド139ヶ所
以外にも、アイルランド28ヶ所、イングランド
4ヶ所が多くの挿絵とともに紹介され、19世紀
後半の醸造所の様子がわかる。
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